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金沢大 学十全医学会椎誌 第93 巻 第4 号 59 9 － 6 1 9 く19 8 41 5 9 9

ヒ ト正常肝， 肝内結石症肝および肝内胆管拡張症肝に

お ける肝内胆管付属腺組織 の形態学的研究

金沢大学医学部病理学第二 講座 く指導 こ 太 郎五 六 紬酎

寺 田 忠 史

く昭和5 9 年 7 月2 4 日受 付I

本研究の 目的は次の 3 点 で あ る．
1 J 胆管系に 付属す る腺組織 が生 理 的状態で肝内胆管に 分布 して

い る か 否 か ， も し分布し て い る な ら ば
，
そ の 分布範囲， 密 凰 形態学は どう か ． 2う 肝内結石症の 結石部

胆管周辺 に 存在 する と され る腺様構造物 の 本体の 解明 お よ びそ の 起源 の 考察．
3フ 肝 内胆 管拡張症 の 肝内

胆管の 腺組織の 状態の 解明 ． 人 正常肝 30 例， 肝内結石症肝 17 例， 肝内胆 管拡張症 18 例 を肝内胆管造影軌

連続切 片を含む組織学的方法， 粘液組織化学で検索 した．
その 結果， 正 常肝の 肝内胆管 に は ， 肝外胆管の

腺組織 と同 じ腺組織が ， 肝門部肝管 より s e g m e n t d u c t ， a r e a d u ct 付近 ま で 分布 して い た ． その 密度は肝

管で 高く， 肝内胆管上流部ほ ど低 か っ た ．
この 腺組織は分枝管状胞状 の 混 合腺 く祭液腺房優似 で ， そ の

小葉は胆管壁外 の 結合織 に 存在 し， 胆 管長軸 に 沿 っ て2 列 に 配列 して い た． 各 々 の 小葉は 薄い 線推組織 で

と り囲まれ て お り
，
導管 で胆管内腔 と連絡 して い た． 粘液腺房 に は ， 少量の 中性ム チ ン ， シ ア ロ ム チ ン ，

ス ル ホ ム チ ン が認め ら れ た． ま た
，
胆管壁内 に は， ごく少量の 単

一

管状の 粘液腺が み られ た が
，
症 例差 が

大き か っ た ． 肝 内結石症の 結石 部胆管壁内外に は， 多量 の 腺様構造物が認め られ ， そ られ は壁内腺と壁 外

腺か ら成 っ て い た ． 壁内腺は管状の 粘液腺 であ り， 壁外腺は正 常肝の 腺組織と同様 の 分 枝管状胞状の混 合

腺 く栄液腺房優似 で あ っ た ． 発生機序 と して ， 壁内腺 は胆管表層上皮が 胆管壁内に 入 り込 み
，
増殖 した

もの ， 壁外腺は既存の 腺組織が増殖 した過 形成と考 えられ た． 壁内腺 ．壁外腺 とも に ， 多量 の 中性ム チ ン ，

シ ア ロ ム テ ン
，
ス ル ホ ム チ ンが 認 め られ た．

ま た， 結石 内に も粘液が認 められ ， 多量 に増殖 した腺組織 か

ら分泌さ れ る粘液が結石形成 に 関与 して い る こ とが 示唆さ れ た
． 肝外閉塞に よる肝内胆管拡張例 に は若干

の 腺組織の 増殖が み ら れた が， 非閉塞性肝内胆管拡猥症で は腺組織 の増殖
，
異常は み とめ られ なか っ た ．

K e y w o rd s D u ct G l a n d
，
I n t r a h e p a ti c B il e D u ct ， M u cin

，
H e p a t olit hi a sis ，

C a r oli
，

s D i s e a s e ．

正 常 ヒ ト肝外胆管壁 に 腺組織 が存在す る こ と が知 ら

れ て い るり 2J
．
こ の 腺組織は 分枝管状胞状腺と さ れ， 肝

管 一 総胆管 ．

胆 嚢管に お い て 確認さ れ て い る
3 － 川
し か

し
， 左右肝管よ り上 流の 胆管系の 腺組織 の 有無 に つ い

ては
，
全 く記載 がな い ．

一 方， ヒ ト肝 内結石症 に お い て
， 結石 の 存在す る肝

内胆管周辺 に小 腺管の 集族 した構造物が存在す る こと

が報告され て お り
，
こ の 構造物 と結石 形成 の 因果関係

が示 唆され て い る 川 1 21 ． しか し
，
その 由来に つ い て は全

く不 明 で あ り
， 門脈域内の 細胆管が集合 して 腺様構造

を形 成し たも の
，
或 い は先天的形成異常， 即 ち e c t o pi a

だとす る解釈も ある が， そ の 本質と 起源 に つ い て の 納

A B l ．0
，
al ci a n bl u e a t p H l ．0

，
A B 2 ．5

，

得の ゆく 説明が 与 えら れて い な い ． また ， 総胆管拡張

病や C a r oli 病 等の 先天 性胆道拡張症 は稀に 結石 が 合

併 する こ と が報告さ れ て お り
1 3 －
や
， 胆管拡張と結石 形

成の 関係が 注目 され て い る ． しか し
， 拡張部胆管壁の

腺様構造物が どう な っ て い る の か は ， 明確 な記載が な

い
．

そ こ で
， い 生 理 的状態に お い て

， 肝内胆管壁内外

に 腺組織が存在 する か 否 か ， 有る と すれ ば その 分布 ．

形態は どう な っ て い る の か
，
2 ン 肝 内結石症に み られ

る胆管壁 の 小 腺管の 集簾 した構造物 は何か ら発 生す る

の か
，
3 I 肝 内胆管拡張症 で は， 腺組織の 分布 一 形態

は どう な っ て い るの か
，
以 上の 三 点に 主眼 を置い て 以

alci a n bl u e at p H 2 ． 5 ， C B D ， C O m m O n bil e d u ct
，

C o n A
，
C o n c a n a v ali n A

，
D A B

，
di a m i n o b e n tidi n e

，
H E

，
h e m at o x y li n e o si n ， H I D ， hi gh ir o n

di a mi n e
，
H R P

，
h o r s e r a dis h p e r o x y d a s e ， L A D ， 1eft a r e a d u c t ， L H D ， 1eft h e p atic d u c t ，



6 00 寺

下の研究 を行 っ た．

対象お よび 方法

本研究で は， 肝内胆管を左右肝管合流部よ り上 流の

胆管どし
，
胆 管壁を胆管表層上皮下 に あ っ て， 神経 ．

動脈 ． 静脈 をも た ない が， 少数の 毛細管 をも つ 線維性

組織 と した．

まず
，
無作為に ， 剖検肝149 例の 肝 内胆管造影 を行 っ

た ． 剖検時 に ， 総肝管に ポ リ エ チ レ ン チ ュ ー ブ を挿入

し
，
生食水 で肝内胆管 を数 回洗浄 した後， 温熱5 ％ ゼ

ラ チ ン 添加硫酸バ リ ウム を手圧 に て 注入 し
，
縛肝管 を

結致した． 門脈よ り 1 0 ％中性緩衝ホ ル マ リ ン で肝 を濯

流固定 し， 2 4 時間後 に 前後方向の肝内胆管造影写真 を

撮影した． 次に ， 肝 を前額面で厚さ約 1 ． 5 c m の 数個 の

切 片に 切り ， 再び X 線写真を撮影 したく写真 い ．
X 線

撮影装置は S o ft e x ， t y p e C M B －2 を使 用 し， 撮影条件

は 60 E v
，
4 ．5 m A で 照射時間 は 1 分間と した ．

I ． 正 常肝

肝内胆管造影所見 ■ 肉眼所見 ． 組 織所見 で 肝胆管系

に 異常 を認 め な い 剖検肝30 例く男， 1 8 例 二 女， 1 2 例 こ

平均年令 64 才l を正 常肝と して使用 した．
H e al e y ら

瑚

の 命名法 に 従っ て， 肝 内大型胆管名 の同定を X 線写真

上 で行 っ た く写真 1 ， 図 い ．
そ して ，

1 剖検肝 よ り，

l eft h e p a ti c d u ct くL H Dl ， 1 e ft s e g m e n t d u c t くL S Dl ，

1 eft a r e a d u c t くL A Dl ， ri gh t h e p a ti c d u ct くR H Dl ，

ri gh t s e g m e n t d u c t くR S DI ， ri gh t a r e s d u c t くR A Dl ， の

合計6 偶の 組織切片 を切り 出したく図1 I ． 敵 組織切

Fi g ． 1 ． P r e v aili n g p a tt e r n a n d n o m e n c l a t u r e o f th e

b ili a r y tr e e i n th e n o r m a l li v e r ． T r a n s v e r s e

h i st o l o gi c al s e cti o n s w e r e p r e p a r e d a t th e si t e s
i n di c a t ed b y d o tt e d li n e s ． C B D ， C O m m O n bil e

d u c t ニ L H D ，1 eft h e p a ti c d u c t 三 L S D ，1 e ft s e g m e n t

d u c t i L A D ， 1 e ft a r e a d u ct i R H D ， ri gh t h e p a ti c

d u c t ニ R S D ， ri gh t s e g m e n t d u c t 三 R A D ， ri gh t a r e a

d u c t ．

片は な る べ く胆管長軸に 垂 直 な面で ， 各々 分岐部よ り

約1 c m 上 演 部で作製 した 亡図 い ． また 30 例中1 7 例

に つ い て， 総胆管横断面 の 組織切片を作製 した． 組織

切 片を通常通 り に ， 脱水 ． パ ラ フ ィ ン 包埋 ． 5 月 m 薄切

を行し1 ， 各種染色 を行 っ た ．

ま ず， 数 十偶 の 組織切片 を連続切片法 く5 月 幅 で

30 0 へ 5 00 枚1 に て観察し
， 腺組織 の 立 体構造 を観察し

た． 次に
，
1 つ の 肝の 計 6 ケ所 の 胆 管横断面 の へ マ ト

キ シ リ ン エ オ ジ ン くH Eう標本上 で ， 腺小薬数 をそ れぞ

れ 数 える こ と に よ り
，
各 レ ベ ル 胆管 に お け る腺小葉量

を比 較 し， 腺組織の 分布密度 を検討 した ． 更 に ， 腺小

葉 を腺房の 大部分が梁液腺房で あ る染液型 く写真21 ，

大部分が粘液腺房で あ る粘液型く写真 3ン， 黎液腺房 と

粘液腺房が混在 する 混合型の 3 型 に 分類 し， 各 レ ベ ル

胆管 で 各々 の 分泌 型の 割合 を求め た．

粘液腺房 の 粘液の 性状 を知る た め に ， 各種の 多糖類

染色 を行 っ た ． 中性 ム チ ン の た め の p e ri o di c a cid －

S c h iffくP A SI 染色， 酸性 ム チ ン の ため の ア ル シ ャ ン プ

ル ー

p H 2 ．5 くA B 2 ．51 お よ び コ ロ イ ド鉄法 抑 ， ス ル ホム

チ ン の た め の ア ル シ ャ ン プル
ー

p H l ．0 くA B l ．OI お よ び

high i r o n d i a m i n e 法
2 りくH I Dl ， 中性ム チ ン と酸性 ム チ

ン の 鑑別の ため の ア ル シ ャ ン プ ル ー

p H 2 ．5ノP A S 二 重

染色2 01くA 王ヨ2 ．5ノP A SI ， シ ア ロ ム チ ン と ス ル ホ ム チ ン の

鑑別の た めの hi gh i r o n di a mi n el ア ル シ ャ ン プル ー

p H 2 ．5 二 重染 色211くH I DノA B 2 ．51 ， 糖 タ ン パ ク の マ ン

ノ ー ス 残 基 お よ び グ ル コ ー ス 残 基 の た め の C o n －

C an a V al in A Jh o r s e r a di s h p e r o x id a s eld i a m i n o b e n ti ．

di n e 法
22IくC o n A I H R P J D A BJ を行 っ た ． 観察は主 とし

て A B 2
．5ノP A S 二 重 染色 と H I D J

I
A B 2

．5 二 重 染 色で

行っ た ．
二 重染色の 染色性の 不正確性 に 対 して は， 単

独染色 に よ り
，
その 染色態度の 妥当性 を確認 した ．

工工
． 肝 内結石 症

剖検例肝内結石症肝 7 例， 外科的 に 切 除され た肝内

結石症肝 10 例 の 計 1 7 例 く男， 1 0 例 こ 女 ， 7 例 二 平均

年令， 64 才I を用 い たく表 1 1
．
X 線写真と 肉眼 所見に

基づ い て 結石 部胆管名 を同定 し， 結石 部胆管 の 横断面

の 組織切片を作製 し
， 各種染色を行 っ た ． そ して ， 結

石 部胆管壁内外 に 存在 す る小腺管の 集族し た構造物に

重点 をお い て
，
その 組織学的観察 ．

小 葉量 ． 分泌型 の

割合 ． 粘液組織化学的観察を行 っ た ．

m ． 肝 内胆 管拡 張症

肝内胆管造影 で 発 見さ れ た 18 例の 肝内胆管拡張症

肝 を用 い た． 内訳は， 肝外閉塞 に よ る肝内胆管拡張5

例く総胆管結石 3 例， 膵癌2 例1 ， 非閉塞性肝内胆管拡

L S D
，
1eft s e g m e n t d u ct ， P A S ， p e ri o di c a cid

－ S c hiff
，
R A D

，
ri gh t a r e a d u c t ， R H D ， righ t

h e p a tic d u ct ， R S D ， ri gh t s e g m e n t d u ct ．
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張症 くC a r oli 病1 3 例， 非閉塞性孤 立 性肝内胆管拡張

症2 例， 軽度の 非閉塞性の 肝内胆管拡張症例 8 例で あ

る． 正 常肝 の 場 合と同 じ方 法で 腺組織の 観察を行 っ た．

成 績

I ． 正 常肝

1 ． 肝外胆管の 腺組織

検索し た 1 7 例 の 総胆管 の う ち 14 例で
，
総胆管壁内

外に 分枝管状胞状腺 を確認 した．
1 つ の 組織標本上

，

平均 3 ．4 個の 腺 小葉が観察され， 賛液型小葉が 17 ％，

粘液型小 葉が 66 ％， 混合 型 小 葉が 7 ％で あ っ た く図

2 I ． 即 ち， 肝外胆 管の 腺組織は粘液腺房優位の 混合腺

で あ っ た ． 粘液組織化学的に は， 後述す る肝内胆管の

腺組織と同所見 で あ っ た ．
く表2 1 ．

2 ． 肝内胆管造影

約 11 3 の 例 で， 主 と して s e g m e n t d u c t ， a r e a d u c t

の 胆管緑 に 鋸歯状の 造影所見が得 られ たく写真 り ．
こ

の 造影所見は， 組織像と て らし合せ て
， 散在性に 存在

す る胆 管壁腺小葉の 導管が表現さ れ た も の と 思 わ れ

る．

3 ． 肝内大型 胆管の 腺組織像

正常肝内大型胆管周囲 に は小 腺管の 集族巣が あ り，

それ は後述 す る連続切片法で み る と明 らか な腺組織で

あ っ た
．
こ の 腺組織 は胆管壁外に 存在 し， 小葉 を作 っ

60 1

て い た
． 各小葉は基本的に 肝実質緑に 平行し て走 り，

か つ 当該す る大型 胆 管の 左右両側 に対 をな して 配 列し

て い たく写真5 レJ l 葉は数個 へ 数十偶 の 腺房 か ら成 り，

輪状の 結合組織線推に と り囲まれ て い たく写真2 ， 3．，

6 う．
この 結合組織は胆管壁の結合組織と連続 して い た

く写真 6 ， 9 う． 腺小葉 は染液腺房と粘液腺房の 2 種よ

り構成さ れ， 柴液腺房 の 上皮 は短円柱状で， 核 は細胞

質に 比 べ て 大 きく ，細胞質は比 較的暗か っ たく写真 21 ．

粘液腺房の上 皮は 高円柱状 で
， 核は基底側に 偏在 し，

細胞質は明 るく ， 粘液分泌性と 思われ たく写真3 う． ま

た， 腺房間に は分岐が認 め られ たく写真2 ， 3 1 ． 連続

切片法 で み る と， 腺小葉 は導管を通 じて所属胆管内腔

と連絡 して い たが ， 肝実質と の 連絡 は認め なか っ た ．

隔壁胆 管で の 連続切 片所見を写真7 －

1 2 に 示 す
．
これ

ら の 観察結果 より ， こ の 腺組織は肝内大型胆管壁外の

結合組織内に あ っ て
， 胆管壁の 左右 に対 をな して い る

分岐管状胞状腺 で あ る こ とが わ か っ た
． また， 大型胆

管壁内に は
，
ごく少量の小 葉構造 を示 さ ない 単 一 管状

腺が 存在 して い たく写真13J が ， その 密度 は症例 に よ っ

て 差 が著 しか っ た ． 以上 の 連続切片法に よ り判断さ れ

た腺組織の 立体模式図を図 3 に 示 した．

4 一 腺組織 の 分 布状態 ． 密度 ． 分泌型 の 割合

図4 の 如く， 正 常肝30 例の う ち
，
L王1 D と R H D に の

み 腺組織が存在 す る例 が 1 例 で あ り， こ れ に 対 し，

T a bl e l ．
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F i g ． 2 ． N u m b e r o f th e gl a n d u l a r l o b u l e p e r c r o s s
－

S e C ti o n a t v a ri o u s p o rti o n s o f th e b il e d u c t w a ll s

i n th e n o r m al li v e r ． T h e h ei gh t o f e a c h c ol u m n

a n d T － Sh a p ed li n e r e p r e s e n t s th e m e a n くm l a n d

St a n d a r d d e v i a ti o n くS Dl ， r e S p e C ti v el y ， O f th e

n u m b e r o f gl a n d ul a r l o b u l e p e r c r o s s － S e C ti o n ．

T h e u p p e r くM xl ， mi d d l e くM ul a n d l o w e r くS el b o x

O f e a c h c ol u m n i n d i c a t e m i x e d
，
m u C O t l S a n d

S e r O tl S t y p e l ob ul e ， r e S p e C ti v el y ． S e t s of c a pit al

l e tt e r s ， W h o s e m e a n l n g S a r e S h o w n i n Fi g ． 1 ，j u s t

b el o w in di vi d u al c o l u m n s r e p r e s e n t v a ri o u s l e v el s

O f b il e d u c t s ． E a c h o f fi g u r e s 仙 s h o w n in th e

l o w e rm O S t p O Siti o n s b el o w th e c ol u m n s r e p r e －

S e n t S th e n u m b e r o f c a s e s w hi ch h a v e gl a n d u l a r

l o b ul e a t th e c o r r e s p o n d i n g b il e d u c t ．

L H D
，
I JS D

，
I J A D

，
R H D

，
R S D

，
R A D と広く深く存在する例

が 13 例 と最も 多か っ た ． 左 右肝管に は す べ て の 例 で 腺

組織が み られ ， 半数以上 の 例で s e g m e n t d u c t レ ベ ル

ま で 分布 して い たく図4 I ． 尚， 一 部 の 例 で は隔壁胆管

S e pt al d u c t の レ ベ ル まで分布 して い たく写真 7 － 1 21 ．

1 枚 の組織標本上 で の 腺組織 の 平均小葉数は L H D

で 3 ■8
，
L S D で 3 － 8

，
L A D で 2 ． 5

，
R H D で 3 ． 8

，
R S D

で 2 ■2
，
R A D で 0 ． 8 個で あ っ たく図 2J ． 従 っ て ， 肝 内

胆管上流部ほ ど腺組織 の 密度が低 い と判断され る ．

分泌型の 割合 は， 全体と して 梁液型が 75 ％， 粘液型

が 12 ％
，
混合型が 13 ％で あ っ た く図 2う． こ の 割合 は

す べ て の レ ベ ル の 肝内胆管 に お い て ， 大体 一 定で あ っ

たく図2 I ． 従 っ て， 肝内胆管の腺組織は奨液腺房優位

で あ り， 肝外胆管の 腺組織 が粘液腺房優位 で あ る の と

対照的 で あ っ た ．

5 ． 腺組織の 粘液組織化学

染色結果 の大層 を表2 に 示 す． 賛液腺房 は
，
す べ て

の 染色法で， 内盛緑が 弱陽性 に 染色 さ れる の み で あ っ

た ． 粘染腺房 は， A B 2 ．51 P A S 二 重染色 で は核上 部細胞

質が中等度 に 青 旬 赤 く育ン 射 に くカ ラ ー 写真 い
，

H 工DノA 阻 5 二重 染色 で は核上部細胞質が中等度に 褐

色 ヘ 音 く褐色毒 割 に は ラ ー 写真 2 う 染色 さ れた
．

C o n A J
I
H R P I D A B 染色で は， 細胞質全体 が陰性 へ 微

弱陽性 で あ っ たくカ ラ ー 写真3 う． こ れ よ り， 粘液腺房

は主 と して 酸性ム チ ン を， ま た少量 の 中性 ム チ ン を分

泌す る と判断さ れ る．
また

， 粘液糖タ ン パ ク に は マ ン

ノ ー ス 残基 お よ び グ ル コ ー ス 残基 は少 い と判断さ れ

る ． 胆 管表層上皮は ， A B 2 ．51 P A S 二 重染色 で は内腔線

が弱く青 へ 赤く青之赤1 に ， H I D JI A B 2 ．5 ニ 重 染色で は

内腔緑 が弱く褐色 旬 青 く褐色毒 割 に ， C o n A I H R P I

D A B 染色 で は 内腔緑 が微弱陽性 に 染色 さ れ た く表

2う． 梁液腺房 と表層上皮 の内腔縁 の 染色性 は恐ら く

S u rf a c e c o a t に よ る と思 わ れ る
．

工工 ． 肝 内結石症

1 ． 結石 部肝内胆管の 組織像

造影 に 成功 した 1 例で は
， 肝内胆管 は不 規則 か つ 著

明 な 拡張 を 呈 し
， 所 々 結石 透過像 が み ら れ た く写真

14ン．

結石 部胆管壁 は高度に 肥厚 し
， 胆管表層上皮 に は広

い 剥離と乳頭状 の 増殖部が あ り， 広 く炎症細胞浸潤が

み られ た ． 胆管壁外の 結合組織も線維性 に肥厚 し
，
動

静脈血 管壁 の 肥 風 神経束の肥大が みら れ た
． 最も特

徴的な像は多数 の小腺管 の 集簾 した構造物 が認 められ

た こ と で あっ たく写真15フ． こ の腺様構造物 は， 本来の

胆管壁内に 存在す る も の と ， 胆管壁外に 存在す る もの

との 2 種に 分類さ れ
，
それ ぞ れ壁内腺， 壁外腺と して

取扱 っ た ． 壁内腺の 腺房 は原則 と して 単 一 ば らば らで

あ る が
， 数個の 腺房 が集簾 し， 不完全な小葉 を形成す

るも の も あ っ た ． こ の 腺 は胆管壁の ほぼ全周 に存在す

るも の が多 く， そ の腺房上 皮の ほと ん どは基底に 偏在

す る核 と明 るい 細胞質 をも ち， 粘液腺で あ っ た く写真

16ン． 壁外腺の 組織像く写真171 は正 常肝の 胆管壁外の

腺組織 と同様 で あ っ たが ， 小葉の 集団が大き く， 小葉

の 分布 が密で肝実質緑附近 に 多く 分布 して い る点が異

な っ て い た
．

連続切 片法 で みる と
，
壁内腺は直接胆管腔内に 開口

す る少数の 分岐 をも つ 管状腺 で あ っ た ．

一 方
，
壁外腺

は多数の 小葉が 散在性 に 配列す る分枝管状胞状腺であ

り， 導管 を通 し て 胆管内勝と連絡 し， 肝 実質 との 連絡

を認 め なか っ た ． ま た， 壁外腺 小葉 をと り ま く輪状結

合組織 は胆管壁 と連続 し てい た ． 壁外腺の 導管の 連続

切片所見を写真 18－22 に 示 す ． また
，
連続切 片法で 観

察さ れ た腺様構造物の 立 体模式 図 を図 5 に 示 す．

2 ． 腺様構造物の 量， 分泌型 の 割合

1 枚の 結石 部肝内胆管の 組織標本上 で の 平均小葉数

は各 レ ベ ル 胆管 で 12 個 へ

2 3 傭 で あ り
，
そ の う ち約 1ノ

3 が 壁内腺， 約 2ノ3 が壁 外腺で あ っ た く図6 1 ．
こ れと

同
一

レ ベ ル の 正 常肝内胆管 く図2 っ と比 較す る と， 壁

内腺に お い て は， 比 較 で き な い く らい 多量 で あり， 壁
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外腺に お い ては ， 2 へ 6 倍 の 増加がみ られ
， 壁 内腺＋

壁外腺 の 総小 葉数で は， 4 へ 1 0 倍 の 増加 が み られ た

く図2 ， 6う．

分泌型 で は
， 壁 内腺 ＋ 壁外腺 の 総小葉 の う ち

， 柴液

型が 4 5 ％， 粘液型 が 50 ％， 混合型 が 2 ． 5 倍の 増加 を示

し 個 2 ， 6 フ． 特 に 粘液型 小葉の 増加が著明 で あ っ た ．

肝内結石 症 肝を結石 数に 応 じて， 高度群， 中等度群 ，

軽度群に 分 類す る と
， 1 枚 の 組織標本上 の 平均小 葉数

は
， 高度群で 20 ． 0

， 中等度群 で 14 ． 1
， 軽度群 で 8 ．2 で

あ っ たく図 7う． 従 っ て， 結石 数が多い 程， 小 葉数も多

く
， 結石 の 進展 ほ 伴 っ て 腺組織が増加 す る と思 わ れる ．

3 ． 腺様構造物の 粘液組織化芋

染色結果 の 大要 を表 2 に 示 す
． 壁 内腺 の 腺房 は

，

A B 2 ．5 1 P A S 二 重 染色 で は 細胞質全体 が強 く赤 ヘ 音

條 主 都 に 染色 されくカ ラ ー 写真4 う， m DノA B 2 ．5 二

重染色で は細胞質全体 が強く褐色 ヘ 音 く褐色 毒 青う に

染色され た くカ ラ ー 写真 5 1 ． C o n A I H R PノD A B 染色

で は 内脛 緑が 弱 へ 中等度陽性 で あ っ た くカ ラ ー 写 真

6う．
こ の 結果よ り

， 壁 内腺は大量 の 中性 ム チ ン， シ ア

ロ ム チ ン
，
ス ル ホ ム チ ン を分 泌 す る と思わ れる

．
ま た，

粘液糖タ ン パ ク の マ ン ノ ー

ス 残基 およ び グル コ ー ス 残

基は若干 量 存在 す ると 思われ る． 壁内腺 の 所々 に ， 杯

細胞や 中性ム チ ン の み を分 泌 す る胃幽門腺型腺房 を認

めた が バ ネ ー ト細胞は み られ な か っ た ．

壁外腺の 粘液腺房 は ，
A B 2 ．51 P A S 二 重 染色で は核

上 部細胞質が 中等度に 育 へ 赤く育之 斜 に染色さ れ は

ラ
ー 写真7 つ， H 工DノA B 2 ．5 二 重 染色で は楼上 部細胞質

が中等度 に 褐色 勺 青く褐色 主部 に 染色され たくカ ラ ー

写真 8 l ． C o n AノH R PノD A B 染色で は内腔緑が弱陽性

で あ っ たくカ ラ ー 写真 9う． こ の 結果よ り， 壁外腺 は中

等量の ス ル ホ ム チ ン
，
シ ア ロ ム チ ン

， 中性ム チ ン を 分

泌 す る と思われ る ． ま た
， 粘液糖タ ン パ ク の マ ン ノ ー

ス 残基 お よ び グ ル コ ー ス 残基 は若干量存在 する と思 わ

れ る
． 柴液腺房は内膳緑を除 い て 可染さ れ なか っ た ．

胆管表層上 皮は， A B 2 ．51 P A S 二 重 染色 で は内座緑

が弱く育 へ 赤く青 竜赤ぃこくカ ラ ー

写真 4 J ， m DノA B 2 ．
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Fi g － 4 ． E x t e n t o f th e di st rib u ti o n of th e gl an d ul a r

l o b ul e al o n g th e i n t r a
，

a n d e x t r a h e p a ti c l a r g e

b ili a r y t r e e i n th e n o r m a l li v e r ． T h e p r e s e n c e o f

d u c t － a S S O Ci a t e d gl a n d ul a r
－

l o b u l e i s e x p r e s s e d b y

d o t s i n ri gh t d i a g r a m s ． L H D ， l ef t h e p a ti c d u c t ニ
L S D

，
l e ft s e g m e n t d u Qt ニ L A D ， 1 ef t a r e a d u c t i

R H D
，
ri gh t h e p a ti c d u c t こ R S D ， ri gh t s e g m e n t

d u c t ニ R A D ， ri gh t a r e a d u c t ．

5 ニ 重染色 で は内藤緑が弱く褐色 ヘ 音 く褐色毒う割 に

くカ ラ ー 写真 5l
，
C o n A I H R PノD A B 染色で は 内腔緑

が弱陽性 に 染色され た ．
これ より

，
表層上 皮は若干量

の 中性 ム チ ン ， シ ア ロ ム ナ ン
，
ス ル ホ ム チ ン を分泌し

，

粘液糖 タ ン パ クの マ ン ノ ー

ス 残基 お よ び グル コ ー

ス 残

基は若干 童存在す ると 思わ れ る ．

胆管脛内の色素石内お よ び ど リ ル ビ ン結 晶や 上皮細

胞 を混 じ たム チ ン ゲ ル 内は
，
A B 2 ．51 P A S 二 重染色で

は所々 帯状 に 中等度に 青 旬 赤く青竜 斜 に 染色さ れくカ

ラ ー 写真 121 ， 凹 DノA B 2 ．5 二重染色 で は弱 く褐色 ヘ 音

く青 ン 褐創 に 染色され た は ラ ー

写真 川 ．
こ の 結果

よ り， 色素石内， ム チ ン ゲ ル 内に 中性ム チ ン
，
シ アロ

ム テ ン
，
ス ル ホム チ ン が 存在 す ると 考え られ る ．

III ． 肝 内膿 管拡張 症

1 ． 肝外閉塞に よる肝内胆管拡張

胆管造影像で は
， 胆管の び まん 性の 不規則な拡張が

み ら れ たが
， 腺組織 は認定困難 で あ っ たく写真23I ． 組

織学的に は
， 胆管炎 と とも に 腺組織が認 め られ く写真

24ン， 正 常肝 に 比 べ て ， その 小葉数は増加傾向が認めら

れ た く図 8フ． 特 に 粘液型 小葉が増加 して お り く図81 ，

若干 の 壁内腺が み られ た． 粘液腺房の 染色態度は正常

肝 よ り強か っ た ．

2 ， 非閉塞性先天性肝内胆管拡張症 くC a r o li 病う

3 例く60 才女
，
6 7 才男， 75 才女うと も両側性愛胞腎

CP o tt e r III 塑l が あ り
，
家族歴 か ら常染色体優性遺伝

形式が 示 され
，
a d u lt p ol y c y sti c di s e a s e と診断され

た． 肝機能異常， 結石 形成 は認め られ な か っ た
． 肝内

T a b l e 2 ． R e a c ti o n p a tt e r n s o f b il e d u c t e pi th eli a a n d i n t r a d u c t al c o n t e n ts t o s e v e r a l s t ai n i n g m e th o d s f o r
C a rb o h y d r a te s i n th e n o r m al li v e r a n d th e li v e r w ith h e p a t olith i a si s

t o

阜 岬 A B 2 ．5

B l
， 廿 ，くSI B r

， ＋ ，くSIJ
M
， ＋ ，くSI B l

， 十 ，くSI

B l
， 廿

，くSI B r
， 廿 ，くSI

M
， ＋ ，くSン Bl

， ＋ ，くSJ

B l
，
士
，くLJ B r

，
士
，くLI

M
， 士

，くLI B l
，
士
，くLI

B l
， 帆 くW J B r ， 廿 ，くW J
M
，
札 くW J B l

， 廿 ，くW I

B l
，－H－，くSI B r

， 廿 ，くSJ
M
， 廿 ，くSI B l

， 甘 ，くSJ

B l
， ＋ ，くLう B r

， 十 ，くり
M
， ＋ ，くり Bl

， ＋ ，くLI

B l
， 廿 B r

， ＋
M
， 廿 Bl

， 廿

M a t e ri al s e x a m i n ed

州 別 棚 直物 肝

m u c o u s c e11 s of

e x t r a h e p a ti c gl a n d s

m u c o u s c ell s of

in t r a h e p a ti c gl a n d s

S u rf a c e e pith eli a

Of th e b il e d u c t

物 わg 娩 ぬ 滋 伽e r

m u c o u s c ell s o f

in t r a m u r al gl a n d s

m u c o u s c ell s o f
e x t r am u r al gl a n d s

S u rf a c e e pith eli a

of th e bil e d u ct

pi g 甲
e n t S t O n e S 鹿

m u c m g el

A B l ■O c ol ． i r ． d － P A S C o n A I H R P ID A B

B l
， 十 ，くSI B l

， ＋ ，くSI M
， ＋ ，くSJ B r

， i くSJ

B l
， ＋ ，くSI B l

， 十 ，くSJ M
， 十 ，くSJ B r

， 士 ，くSI

B l
， 士 ，くLJ B l

， 士 ，くLI M
， 士 ，くLI B r

，
士 ，くLI

B l
， 廿 ，くW ン Bl ， 廿 ，くW J M ， 甘 ，くW I B r

，
＋ ，くU

B l
， 廿 ，くSI B l

， 廿 ，くSI M
， 廿 ，くSI B r

， 十 ，くU

B l
， 十 ，くり Bl

， ＋ ，くLI M
， ＋ ，くLJ B r

， ＋ ，くLJ

B l
， 十 B l

， 十 M
， ＋ B r

， 士

A b b r e v i a ti o n s a n d c o d e s a r e a s f oll o w s こ C Ol ． i r ．
，
C O1l oi d al i r o n ニ d

－ P A S
，
P A S a ft e r d i a st a s e di g e s ti o n ニ f u r

－

th e r d et ail s a r e s h o w n i n
t t

M a t e ri al s a n d M eth o d s
，，

牒1 ， bl u e ニ M i m a g e n t a i B r ， b r o w n i n
．

c ol o r 三
Str O n gl y p o siti v e H L m o d e r a t el y p o siti v e i ＋ ， W e a kl y p o siti v e i 士 ， 1ittl e o r n o n e 三 くL いu m l n al b o r d e r i
くSナ， S u p r an u Cl e ar C yt O pl a s m i くW l ， W h ol e c yt o pl a s m ．
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Fi g ． 5 － S c h e m a ti c st e r e o g r a m f o r th e i n t r a h e p a ti c l a r g e bil e d u c t i n h e p a t olith i a si s ． T h e b il e d u c t i s
ir r e g u l a rl y d il a t ed wi th th e l u m e n a n ch o ri n g a g a ll s t o n e ． T h e bil e d u c t w all a n d p e ri d u c t al c o n n e c ti v e
ti s s u e s h o w fib r o u s th i c k e ni n g ． N o t e th e p r olif e r ati n g i n tr a m u r al t u b u l a r gl a n d s へ1 a n d e x t r a m 。，alt u b ul o al v e ol a r gl a n d s くV ，

C O m p a r ed w i th th o s e o f th e n o r m a l li v e r d r a w n i n Fi g ． 3 ．

胆管造影像は胆管の び ま ん性の 不 規則 な拡張 を示 し て

い た く写真2 引．
それ と とも に 多数 の 褒胞 が み られ た

愕 真26う． 組織学的に 大型 胆管周囲に は
， 軽度 の 線維

化 少数の 腺組軌 多数の 糞胞が認め られ たく写真 271 ．

隔壁胆 管 ． 小 葉間胆管 を含む門脈域 に は ， 軽度拡張し

た胆管
， 嚢胞 v o n M e y e n b u r g c o m pl e x が あ り， 軽度

の 線維化を示 して い た 博 美2 軋 腺組織 の 状態 は正 常

肝と同様 で あ っ た く図9 う．

3 ． 非閉塞性孤 立性肝内胆管拡張症

基礎病患 は好酸球増加症候群く68 才 射 と糖尿 病く7 4

才勤 で あ っ た
． 胆管造影 上 ， それ ぞ れ L S D と L A D

に径1 ． 5 c m 位の 柔状拡張 が あ りく写真 29
，
3 0ン， 1 例

で は拡張部 に 結石透過 像が み られ た 愕 真29う． 肝割面

で は
， 拡張は 明ら か に胆 管 で あ りく写真30， 3 3う， 透過

像は色素石 の た め で あ っ たく写真 30う． 組織学的に ， 拡

東部胆管 に は， 若干の 増殖 を示 す腺小葉が あ り， 壁内

腺の出現 も認め ら れた く写真 31 ， 3 4う が， 正常肝に 比
べ て有意の 増加 で はな か っ た ． 粘液染色の 態度は正 常

肝よ り強か っ た ．

4 ． 軽度 の 非閉塞性肝内胆管拡張症例

胆管造影像で は
， 肝内胆管が軽く びま ん性に 拡張 し

て い たが
， 腺組織 の 分 布， 量 ， 分泌型 の 割合等 は， 正

常肝の 腺組織と全く差が な か っ た ．

考 察

工 ． 正 常肝
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Fi g ． 6 ． N u m b e r o f th e gl a n d u l a r l o b u l e p e r c r o s s
－

S e C ti o n a t v a ri o u s p o rti o n s o f th e b il e d u c t w all s

i n h e p a t oli thi a si s ． T h e c o n st r u cti o n o f b a r
－h i st ．

o g r a m a n d a b b r e vi a ti o n s a n d s y m b oI s u s ed a r e

th e s a m e a s i n Fi g ． 2 ． S y m b oI s く．I r e p r e s e n t

i n t r a m u r al gl a n d s ． S e t s o f c a pi t al l e tt e r s ， W h o s e

m e a n i n g s a r e sh o w n i n F i g ． 1 ， j u st b el o w i n
－

d i vi d u al c o l u m n s r e p r e s e n t v a ri o u s l e v el s o f b il e

d u c t s ． E a c h o f fi g u r e s くnl s h o w n i n th e l o w －

e r m o s t p o si ti o n s b el o w t h e c ol u m n s r e p r e s e n t s

th e n u m b e r o f c a s e s w hi ch h a v e g al 1 st o n e s i n th e

C O r r e S p O n di n g bil e d u c t ．

組織学書 に は， ヒ ト肝外胆管 に 管状胞状腺が存在す

る と記載さ れて い るり2 鳩ミ， 肝 内胆管 に つ い て は， 全く

記載が な い ． 人 肝外胆管 の 腺組織 は， d i v e r ti c ul a
3l
，

C r y p t
31
， p a ri e t al s a c c u li

3I
， gl a n d

31
，
d e e p gl an d

41
，

b ili a r y gl a n d
引
， p e ri d u c t al gl a n d

卵
， t u b ul o al v e o l a r

gl a n d
l 糊 等の さま ぎ まな 名称で呼ば れ て お り ， 乳頭部

胆管7I
，
総胆管

3 榊
，
胆嚢管

封
，
肝門部肝管6 刑 に お い て観

察 され て い る ． B u rd e n
31
は胆管壁外に 4 列 の m u c o u s

gl a n d を 観 察 し， M c M i n n ら
71 は t u b u l o a l v e o l a r

gl a n d の 上皮 に P A S 陽性粘液， 含硫粘液 を認 め， Eli a s

ら
91
は小葉状 を呈 す るb r a n c h e d gl a n d を観察 し， それ

は m u c o s e r o u s で あ る と し て い る
．
C h o u ら

4I は d e e p

gl a n d に ， シ ア ロ ム テ ン ， ス ル ホ ム チ ン と少量の 中性ム

チ ン を 組織化学的 に 同定 し て い る．
G a u ti e r ら

61 は

p e rid u c t al gl a n d の 上 皮 は ア ル シ ャ ン プ ル
ー 陽性，

P A S 陽性で あ る と し， S pit z ら卵は 総胆管の腺組織像
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Fi g ． 7 ． N u m b e r o f th e gl an d ul a r l o b u l e p e r c r o s s
－

S e C ti o n o f th e a ff e c t e d d u c t w al 1 s i n th r e e g r o u p s

O f h e p a t olith i a si s ． L i v e r s wi th h e p a t olith i a si s

W e r e d i v id e d i n t o th r e e g r o u p s d e p e n d i n g o n th e

n u m b e r o f g all st o n e s th e y h a d ． I n e a c h g r o u p ，

th e n u m b e r o f gl a n d u l a r l o b u l e p e r c r o s s － S e Cti o n

W a S C O u n t e d i r r e s p e c ti v e o f th e p o r ti o n s of th e

bil e d u c t s ． S e e F i g ． 2 f o r th e a b b r e v i a ti o n s a n d

S y m b o I s u s ed ． E a c h o f l o w e r m o st fi g u r e s 回

i n d i c a t e s th e n u m b e r of c a s e s b el o n g l n g t O

i n d i v id u al g r o u p s ． G r o u p l ， C a S e S W ith a l a r g e

n u m b e r o f g all st o n e s ニ G r o u p 2 ， C a S e S W ith a

m o d e r a t e n u m b e r of g all s t o n e s ニ G r o u p 3 ， C a S e S

W ith a s m a ll n u m b e r s o f g a11 st o n e s ．

を年令別に 比 較検討 して い る ． C o h e n
51
は ， ラ ッ トを用

い
，
コ ル ヒ チ ン核分 裂像が主 と して bili a r y gl a n d に 認

め られ る こ と よ り
， gl a n d の 上 皮が c ell t u r n o v e r に お

け る r e n e w al a r e a で ある と し て い る ． S w e e t
l O l は

，
犬

の p a ri e t al s a c c u li に 吸収作用 が あ り， そ れ は1ittl e

g a ll bl a d d e r と み なさ れ る と して
い る

．
以 上 の 文献と

本研究結果 か ら み て， 人肝外胆管の 腺組織は分枝管状

胞状腺で あ り， 粘液腺房優位 の 混 合腺 と みな され る．

こ の 腺組織 は， い 粘液分泌機能
3 川 6 － 91

，
2 H 細胞分裂

機能別， 3 1 吸収機能 川 を有 する と 考え られ て い る ．

さ て
， 人 肝内胆管の 解剖学的研究が， 過去 多数の X



肝内胆管付属腺 の 形 態学的研究

亡

0
可

刃

U

U
u

T
エ
リ
の

O
h

U

h

U

d

U
T

コ
q
O
T

叫

0

．

O

Z

1 日D L S D L A D R H D R S D R 入 D

m 土5 D 5 ． 3戎 ． 9 6 ． 包3 ．7 2 ． 6日． 6 5 ． 鮎 2 ．5 4 ． と3 ．2 3 ． 鮎2 ．9

Fi g ． 8 ． N u m b e r o f th e gl a n d u l a r l o b u l e p e r c r o s s
－

S e C ti o n a t v a ri o u s p o r ti o n s o f th e b il e d u c t w a 11 s
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C a pit al l ett e r s ， W h o s e m e a n l n g S a r e S h o w n i n F i g ．

1
，
b el o w th e c o l u m n s r e p r e s e n t v a ri o u s l e v el s o f

b il e d u c t s ． E a ch o f l o w e r m o st fi g u r e s くnI i n －
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F ig － 9 ． N u m b e r o f th e gl a n d ul a r l o b ul e p e r c r o s s
－

S e Cti o n a t v a ri o u s p o rti o n s o f th e bil e d u c t w a ll s

i n C a r o li
，

s d i s e a s e ．

線造影 法 ． 合成樹脂注入法 に よ っ て なさ れ て き たが ，

腺組織が肝内胆管周囲に 分布 して い る と い う 記載はな

い
． わ ず か に

，
H5 0 rt Sj o 別 と A n d e r w s ら 2 3，が

， 肝門部

胆管に 腺組織に 似た 像を
， 合成樹脂注入法で ， 認 めて

いる が， その 記載は 明確 で はな い ． ま た
，
左右肝管よ

り上流側の 人 肝内胆管の 腺組織の 組織像 に つ い て は ，

ほと ん ど報告が な い ． そ の 理 由と し て
，
腺組織が ， 形

態的類似性か ら
， 胆 汁を通 す小 胆管と して 扱わ れ てき

た可能性が強 い と思 わ れ る
． 本研究の 結果 ， 腺組織 は

607

胆管壁外 に あ っ て， その 導管で 胆管内腔と通 じて お り

実質内門脈域 の 小型胆管と は全 く連絡が な い ．
こ の腺

組織 は， 胆管壁の 左右 に 対 をな して 並 ぶ 分枝管状胞状

腺 で あ り か つ 柴液腺房優位の 混 合腺 で あ る こ と が わ

か っ た ． そ して
， 過半数の 例で， 肝門部か ら a r e a d u c t

レ ベ ル ま で 分布 して お り
， 少数例 で は隔壁胆管まで 分

布して い た
．
ま た， その 腺小葉の 密度は疎 で あ っ て

，

胆管上流部ほ ど低 い こ とが わ か っ た ． こ の腺組織 は，

形態学的 に ， 肝外胆管周囲で観察さ れ て き た腺組織 と

同 山

の もの と思 わ れ る． 従 っ て
，
胆 管系は， 十二 指腸

乳頭部胆管か ら肝内 a r e a d u c t 付近 ま で 固有の 分枝管

状胞状の 混 合腺が対 をな して
， 疎に 分布して い る こ と

が わ か っ た
．
また， その 分布密度は肝門部の肝管 で 最

も 高く ， 肝 内胆管上流部ほ ど低 い こ とが わか っ た
．
ま

た
， 肝内胆管壁内に 単 一

管状腺 がみ られ たが， こ れ は

極めて 少量か つ 個体差が著 しか っ た の で
， 胆管系の 固

有の 腺組織と は 考えら れ なく
， 恐 らく過去の肝内脱管

刺激に 基づ い て生 じた単 一 管状腺と 思 われ る
． その 発

生機序に つ い て は後述す る．

人肝胆 汁に 種 々の嘩残基と し て測 定さ れ る粘液型 の

糖タ ン パ ク が検出さ れ てい る が2 棋 51 ， それ ら の あ る も

の は肝内胆管の腺組織 か ら 分泌さ れ る粘液で あ る と思

わ れ る． 腺組織は ， 組織化学的所見よ り
， 中性ム チ ン，

シ ア ロ ム テ ン
，
ス ル ホ ム チ ン の 3 者 を分泌す る と考 え

られる
．
また ， 此 － マ ン ノ ー

ス
，
．仔

一 グ ル コ ー ス 等 の 3 ，

4
，
6 位 に 水酸基を もつ 糖残基と特異的に 結合 す ると

さ れ る C o n A
2 6I
の 反応性 は， 生理 的 に は 陰性 で あ っ

た
．

一

般 に ， 上 皮性 の 粘液 と は タ ン パ ク に h e t e r o －

Oli g o s a c c h a rid e 鎖が グ リ コ シ ド結合 した ム チ ン型 の

糖タ ン パ クで あ り
，
その 糖残基と して は， ガ ラ ク ト ー

ス
，
フ コ ー ス

，
N － ア セ テル ガ ラク トサ ミ ン

，
N － アセ ナ

ル グル コ サ ミ ン
，
シ ァ ル 酸が 主 で あり， マ ン ノ ー

ス お

よ び グル コ
ー ス 残基 は少い と され て い る

271
． 肝胆 れ 胆

嚢胆汁の 化学分析 で は ，胆汁の 糖 タ ン パ ク に お い て も，

グ ル コ ー ス お よ び マ ン ノ ー ス残基 は少い との 報告2 引が

あ り
， 本研究の C o n A 非反 応性 との 結果と 一 致 して い

る．

H ． 肝 内結石 症

肝内結石 症 の 結石 郡胆管 に 多量 の 小腺管の 集族した

構造物が存在す る こ と が知ら れ て い る ． 中沼 ら 川 は
，
肝

内結石症 の 胆管病変 を3 型 に 分類 し， その う ち粘液腺

の 増殖す る 増殖性胆管炎 を最も高率に み られ る基 本的

病変で ある と し て い る
．
Y a m a m o t o

1 21は
， 多く の 粘液

分泌腺が胆管壁内外に 存在す ると し
，
そ の 起源 を考察

して い る ． 他方
，
胆 管の 形成異常や細胆管の 集簾巣と

み な す解釈 も あ り， この 腺様構造物の 本凧 起源は明

らか で は な い
．
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本研究 で ， この 胆管壁内外の 構造物は腺組織 で あ る

と結論 され た．
ま た

， 肝 内結石 症の 腺棟構造物 は， り

正 常肝 に も 少量 の 同 一 腺組織が 存在す る こ と， 2 う 結

石 量が多い ほ ど腺組織 も多い こ と， 3う 肝外閉塞 に よ

り腺組織の増殖傾向が み られ る こ と， 4 う 以 下 に 述べ

る胆管系上皮の 性質
，
の 4 点の 理 由に よ り， 炎症刺激

に 対す る反 応性変化に よ り生 じた も の と思われ る．
つ

ま り
， 肝内結石 症の 壁内腺 は胆管表層上皮が胆管壁内

へ 入 り こん で増殖 した管状腺 で あ る と思わ れ， 胆嚢の

慢性炎に お ける R o k it a n s k y － A s ch o ff 洞 の発生機序 に

類似 してい る ． この様 に 発生 した と思わ れ る壁内腺が

と くに著 しく増加す る が， 肝内結石症 の特色の 1 つ で

ある．

一

方 ， 肝 内結石症壁外腺 は， 生理 的状態下 に 存

在す る 固有の腺組織が炎症性刺激 に対 して 増殖 した も

の， 即 ち過形成 であ ると思わ れ る ．

H o u 細 は
，
モ ル モ ッ ト総胆管表層上皮が傷害 に 対 し

て細胞分裂 で 増殖 し
， 粘液の 多い 新 し い C r y p t を形成

す る と して い る． ラ ッ トの実験的総胆管結石症 で は，

総胆管 ． 肝 内胆管の 上皮の 増殖 が生 じる こ とが 観察さ

れ て い る
2 引

． ま た
，
人胆嚢に は元 来固有の腺組織は存在

しな い ， 或い は胆嚢管壁に の み少量存在 す る とさ れ て

い る が
， 胆嚢炎や胆嚢結石症 で は種々 の化生腺組織が

出現す る3 叩 川 ． また且巨車上 皮 は刺激 に よ り細胞分裂を

お こ す こ と が報告され3
2 榊 I

， 実験 的胆嚢結石症 で は， 結

石が析出す る以前に 粘液 をも つ 腺組織が出現 す る こ と

が 知られ て い る3 ト 39I ． こ の様に ， 胆管系の表層上皮に

は種々 の腺組織 へ 転 化す る p o t e n ti a l が あ り， 肝 内結

石症も例外 で はな い だ ろう ． 本研究 で壁内腺 に 杯細胞

や偽幽門腺化生が み ら れた こ とは ， 肝内胆管表層上皮

と胆嚢上皮の類似性 を物語 っ て い る ．

S c h ei n ら
4 01は

， 人総胆管結石症 に お い て ，
m u C O u S

gl a n d が 正 常対照 群 よ りh y p e r pl a sti c a n d h y p e r －

t r o p h i c で あ ると してい る ． C a m e r o n ら
411
は ， ラ ッ ト総

胆管結染後 に核分裂像が主に 総胆管bili a r y gl a n d に

認 め られ る こ と を観察し て い る． 従 っ て ，
正 常 な状態5I

ば か りで なく
，
病的状態 に お い て も ， 腺上 皮が最も頻

回 に 細胞分裂 を起 こ す ， 即 ち， 腺上 皮の増殖が生ずる

と理 解さ れ る． 同様の 現象が気管支腺の 過形成
ヰ2
りこも

みられ る．
これ ら を総合的 に 判断す る と， 肝内結石 症

に み られ る 多量の 壁外腺は， 生理 的に 存在す る腺組織

の増殖の結果で あ り， 過形成 で ある と考 え られ る．
こ

の様に 増殖 した 腺組織は著 し い 粘液分泌 を示 した ．
正

常肝に 比 べ て， 酸性度 に 基づ く粘液の 性状 で は質的変

化 を認 めな か っ た が， C o n A 反応性が認 め られ た 点で

異な っ てい た ．

一 般に腺組織 は刺激 に 対 して， 粘液分泌冗進の 形で

反応す る． 肝外胆管系 で も 同様 なの で
2 8 可 1I

， 肝内胆管

も例外 で はな い と思わ れ る． あ る種の 疾患 で は粘液精

タ ン パ ク の 糖残基の構成が変化 する こ と が知 られ てい

る 相
．
しか し

，
人胆嚢結石症， 実験的胆嚢結石 症 に お い

て
，
L e e ら

2 5 即 1
は組織化学的， 分析化学的に ， 対照群と

結石 群の 間に 粘液糖 タ ン パ ク の 質的変化は認 めな い と

して い る
． 本研 究で は結石群 に C o n A 反応性 の 出現或

い は冗進が腺上皮細胞 に 認め ら れ たが ，
どの よう な変

化 に もと ずくか は， さ ら に 粘液の 分析が 必 要で あろう
．

本研究 で は， 結石 内に 粘液が存在 し， ま た ム チ ンゲ

ル 内に 結石 が存在す る こ とが 組織化学的 に 認め られ
，

増殖 した 腺組織 か ら分泌 され る 粘液 が どリ ル ビ ン 結石

の核形成 と そ の 増 大 に 関与 し て い る こ と が示 唆 され

た． 従来よ り， 結石 の 種類 ． 存在部位 を問わず， 結石

形成 と粘液の密 な関係が示 唆さ れ て い る． 即ち， 結石

内の 粘液糖 タ ン パ ク の 存 在が ， 組 織化学的
相
， 化学

的欄 ， 分光学的4 8 湘 I に 証明され ， さ ら に 結石 胆汁の 粘液

糖タ ン パ ク の 増加
241 25

t 実験的胆石症
軌 朝
や i n v it r o の

結石 形成の 実験
5 い5 21
か ら

， 粘液が結石 の 核形成 と結石

の 増大 に 関与 して い ると 指摘 され て い る ． 肝内結石症

で も
，
そ の肝胆汁 は正 常肝月旦汁 に 比 べ て結石 形成能が

強い こ とが 指摘され て い る511 ． 粘液 の なか で も， 特 に硫

酸基を も つ 糖タ ン パ クや a cid gl y c o s a mi n o gl y c a n が

問題 に さ れ てい る
5 ト 瑚

． 結石 内の 粘液糖 タ ン パ ク の 分

析は き わ め て困難で あ るが， 結石 形成と の 関連に お い

て
，
さ け る こ との 出来な い 今後の 課題 で あ る．

肝内結石 症 に お け る増殖腺組織 と同様 の 病変が肝吸

虫 に お い て も認め ら れて い る こ と は興味深い ． H o u
54 1

は
， 肝吸虫 の 寄生 して い る胆管壁内 に粘液分泌所見の

あ る ad e n o m a t o u s el e m e n t s を観察 し， C h o u ら
41 は

，

そ の粘液組織化学的検討 を行い ，
腺組織は 主 に 酸性ム

チ ン を分泌す る と して い る ． 肝吸虫 の 腺組織は， H o u

の 写真 か ら判断す ると ， 肝内結石症 の 壁内腺に 相当す

ると 思われ る が ， 慢性刺激に 対 して 反応す る 腺組織の

過形成 は肝内結石症 と類似 して い る ．

I工I
． 肝 内胆 管拡張 症

近年
， 先天性総胆管拡張症

1 31
や C a r oli 病等の 先天 性

肝内胆管拡張症 に稀 に 結石 が合併す る こ と が報告され

て お り
1 4 一 周

， 逆 に
一

部 の 肝内結石症 は先天性肝内胆管

拡張症 よ り進展 し た病変 で あ る と い う 議論 が ある．

よ っ て ， 肝 内胆管拡張症の 組織像， 特に 結石 形成 に 重

要 な役割 を果 す粘液を分泌す る腺組織が存在す る か 否

か に つ い て調 べ た ．
そ の 結果， 先天 性肝内胆管拡張症

の 腺組織 は正 常肝 と同様 で あ り， 粘液分 泌の 著 しい 克

進 な く， 結石 も見 られ な か っ た ．
しか し

， 先天 性孤立

性肝内胆管拡張症 で は， 若干の 腺組織の 増加傾向と粘

液分泌冗進所見が み られ ，
2 例中 1 例 に 胆管拡張部に

結石 が み られ た ． ま た， 肝外閉塞性肝内胆管拡張症に
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お い て も， 軽度 の 腺組織増殖と粘液分泌克進が認め ら

れ
，
胆汁う っ 滞刺激 に反 応 して 腺組織の 増殖が生じ る

こ とが 示唆さ れ た．

以 上 か ら， 胆管の 拡張が 先行 して い る例 で は
，
稀に

腺組織の 増殖と粘液分泌完進を認め る場合が あ っ た け

れ ども， い ずれ も軽度 で あ っ た ． 従 っ て， 原因不明の

肝内結石症が， 胆管の先天 性拡張 を前段階と して発生

する と い う 議論 に は 同意 しが た い 結果であ っ た ．

結 論

1 ． ヒ ト正 常肝の 肝内胆管に は， 肝外胆管の腺組織

と同様の 腺組織が肝門部か ら a r e a d u c t 付近ま で分布

して い た ．
そ の 密度は胆管上流部ほ ど低 か っ た

．
こ の

腺組織 は分枝管状胞状腺 で あ り， そ の腺小 葉は胆管壁

外の結合織内に 存在 し， 胆管の 両側 に 2 列に 配列 し，

導管で胆管内腔と連絡 して い た． ま た， こ の 腺組織 は

柴液腺房と粘液腺房 よ りな る混合腺 で あ っ たが ， 焚液

型小葉が 75 ％， 粘液型小葉が 12 ％， 混合型小葉が 13 ％

で あ り
，
費液腺房優位で あ っ た ． 粘液腺房に は

，
少量

の 中性ム チ ン ， シ ア ロ ム テ ン
，
ス ル ホム チ ン が 認め ら

れた
．
ま た

， 胆 管壁内に は， ごく少量 の 単 一

管状の 粘

液腺が存在 して い た
．
こ れ ら 2 種 の 腺組織 は胆管内へ

の分泌腺 と考 えられ る．

2 － 肝 内結石症 の 胆管壁内外に は多量の 腺組織が み

られ， それ らは壁内勝と壁外腺か ら成 っ て い た ． 壁内

腺は管状の 粘液腺で あ り， 多量の 中性ム チ ン
，
シ ア ロ

ム チ ン
，
ス ル ホ ム チ ンが 認 められ た ． 壁外腺は 分枝管

状胞状の 混合腺 で あり
，
その 粘液腺房 に は多量の 中性

ム チ ン
，
シ ア ロ ム テ ン

，
ス ル ホ ム チ ンが 認め ら れ

，
い

ずれ も粘液腺房の 増加が著 しか っ た と考 えられ る ． 発

生機序と して， 壁内腺 は胆管表層上皮 か らの 転化， 壁

外腺 は生理 的 に 存在 す る 腺組織の 過形成と考 え ら れ

る． 両腺の 増加 はお お む ね胆管内結石数 に比 例 して い

た
． また ， 結石内に 多量 の 粘液が含 まれ て お り， 増殖

した腺組織 か ら分泌 され る粘液が結石形成の 一

部に 関

与し てい る こ と が示 唆さ れ た
．

3 ． 肝外閉塞 に よ る肝内胆管拡張症 で は
，
若干 の 腺

組織の 増殖が み ら れ たが 結石 はな く， 非閉塞性肝内胆

管拡張症 に は， 明 らか な腺組織の 増殖が な く， 1 例 を

除い て
， 結石 形 成を認め な か っ た ．
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th e n o r m al li v e r ． T h e e pith eli a a r e h i gh －

C Ol u m n a r i n sh a p e wi th cl e a r c y t o pl a s m s a n d

n u cl ei i n b a s al p o siti o n ． S o m e a ci n i s h o w

b r a n c h e s ． くH E st a i n ， X 2 0 0J ．

P h o t o ． 4 － C h o l a n gi o g r a ph o f th e ri gh t s e g m e n t a n d

a r e a d u ct s i n th e n o r m al li v e r ． T h e o u tli n e o f

th e d u c t s いりi s ru g g e d ， W hi ch p o s sib l y r e p r e s e n t s

th e e x c r e t o r y d u c t s o f gl a n d ul a r l o b u li c o n t ai ni n g

C O n t r a St m e d i u m ．

P h o t o ． 5 ， T w o gl a n d u l a r l o b uliく1 1 in b o th sid占s of

th e s e g m e n t d u ct in th e n o r m a1 1i v e r ． T h e l u m e n

C O n t a i n s b l a clく C O n tr a S t m e d i u rn
，
a n d th e l o b u li

a r e l o c a t e d p a r all el t o th e h e p a ti c p a r e n c h y m al

e d g e ． くH E st ai n ， X 2 0J ．

P h o t o ． 6 ． H i gh e r m a g nifi c a ti o n o f th e ri gh t － Sid e

l o b u l e o n P h o t o ． 5 ． N o t e th at th e l o b u l e c o n si s t s

Of s e v e r a l a ci ni ． T h e l o b ul e c o n n e c t s wi th th e

b il e d u ct l u m e n th r o u gh a c o n d u it c o n t ai ni n g

bl a c k c o n tr a s t m ed i u rn ． くH E s t a in ， X 4 0l ．

P h o t o ． 7 ． T h e fi r s t s e ri a l s e c ti o n of th e i n t r ab e p a －

ti c s e p t al bil e d u ct ， S h o w i n g a n a b s e n c e o f

a s s o ci a t e d gl a n d s i n th e n o r m al li v e r ． 田 E

St ai n
，
X 2 0 0ナ．

P h o t o － 8 ． T h e s e c o n d s e cti o n o b t ai n e d a t 2 0 JL m

thi c k n e s s f a r f r o m th a t o f P h o t o ， 7 ． T w o a ci ni

O ef tJ a r e s e e n ． くH E s t a in ， X 20 01 ．

P h o t o ． 9
．
T h e th i r d s e c ti o n o b t a in ed a t 4 0 FL m

thi c k n e s s f a r f r o m th a t o f P h o t o ． 8 ． T h e l o b ul e

C O n n e C tS W ith th e bil e d u c t l u m e n th r o u gh a

C O n d ui t ． T h e fib r o u s ti s s u e a r o u n d th e l o b ul e

li n k s wi th th a t of bil e d u c t w all a s w e11 ． くH E

S t a i n
，
X 2 0 0ナ，

P h o t o ■ 10 － T h e f o u r th s e cti o n o b t ai n ed a t 3 0 JL m

t hi c k n e s s f a r f r o m th a t of P h o t o ． 9 ． S e v e r al
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a ci ni of a m u c o u s t y p e a g g r e g a t e t o f o r m a

l o b u l a r a p p e a r a n c e s u r r o u n d ed b y th e d e n c e

C O n n e C ti v e ti s s u e ． t H E s t a i n ， X 2 0 0I ．

P h o t o ． 1 1 ． T h e fifth s e cti o n o b t a i n e d a t l O OJL m

th i c k n e s s f a r f r o m th a t o f P h o t o ． 1 0 ． T h e

l o b u l a r si z e r e d u c e s t o o n e a ci n u s ． くH E s t ai n ， X

2 0 01 ．

P h o t o ． 1 2 ． T h e si x th s e c ti o n o b t a i n ed a t 6 0 JL m

th i c k n e s s f a r f r o m th a t o f P h o t o ． 11 ． T h e l o b u l e

d i s a p p e a r s a n d c o m m u n i c a ti o n b e t w e e n th e

l o b ul e a n d h e p a ti c p a r e n c h y m a i s n o t s e e n ． くH E

S t ai n ， X 2 00J ．

P h o t o ． 1 3 ． T u b u l a r gl a n d s w ith i n th e i n t r a h e p a ti c

b il e d u c t w all i n th e n o r m al li v e r ． T h e y n e v e r

r e v e a1 l o b ul a r a r ch it e c t u r e a n d a r e i s ol a t e d f r o m

e a c h o th e r ． くH E st ai n ， X 2 00J ．

P h o t o ． 1 4 ． C h ol a n gi o g r a p h o f th e li v e r w ith

h e p a t olithi a si s ． T h e bil e d u c t l u m e n i s e x t e n
－

Si v el y d il a t e d a n d fi11 e d i n pl a c e s wi th r a di ol u －

C e n t C al c u li ．

P h o t o ． 1 5 ． Bil e d u c t w all o f th e s t o n e － a n C h o ri n g

bil e d u c t ． P r o lif e r a ti n g i n t r a m u r al gl a n d s a r e

e v i d e n t w ithi n th e b il e d u c t w all くrigh tl ， W h il e

e x tr a m u r al gl a n d s a r e o u t si d e th e b il e d u c t w all

くI eftl ． くH E st ai n ， X 4 0J ．

P h o t o ． 1 6 ． I rlt r a m u r al gl a n d s w i thi n th e b il e d u ct

W a ll i n h e p a t olith i a si s ． T h e a ci ni c o n si s t m o s tl y

O f m u c o u s c ell s
，
Sh o w i n g a n a b s e n c e o f l o b u l a r

a r ch it e c t u r e ． くH E st a i n ， X 2 0 0l ．

P h o t o ． 1 7 ． E x t r a m u r al gl a n d s r e v e ali n g l o b u l a r

p a tt e r n s i n h e p a t o li thi a si s ． T h e l o b u li a r e

C O m p O S e d o f b o t h s e r o u s a n d m u c o u s a ci n i w h i c h

a r e s u r r o u n d e d b y c o n n e c ti v e ti s s u e fib r e s ， a n d

b e a r a cl o s e r e s e m b r a n c e t o th e l o b u l e n o r m all y

p r e s e n t ． くH E st ai n ， X 2 0 0J ．

P h o t o ． 1 8 ． T h e fi r st s e ri al s e c ti o n f o r th e e x t r a －

m u r al gl a n d s ． M a n y e x t r a m u r al gl a n d s くu p p e r

l e ftJ s h o w a l o b ul a r p a t t e r n i n th e o u t sid e o f th e

a ff e c t e d b il e d u ct くri gh tJ ． T h e r e i s a s m all

C O n d ui t くt J o n th e l o w e r c e n t e r ． くH E st ai n ， X

4 01 ．

P h o t o ． 1 9 ． T h e s e c o n d s e c ti o n o b t a in e d a t 2 50 JL m

thi c k n e s s f a r f r o m th a t o f P h o t o ． 1 8 ． T h e s o m e －

W h a t d il a t e d d u c t くtJ i s th e c o n d u it w hi c h i s

C O n ti n u o u s w ith th a t sh o w n o n P h o t o ． 1 8 ． T h e

a ci n i くやl o p e n i n t o th e l u m e n o f thi s c o n d uit ．

田 E st a in ， X 4 01 ．

P h o t o ． 2 0 ． T h e thi r d s e c ti o n o b t a i n e d a t 45 JL m

th i c k n e s s f a r f r o m t h a t o f P h o t o ． 1 9 ． T h e

C O n d ui t くt l b e c o m e s l a r g e r th a n th a t o n P h o t o ，

19 ． T h e ri gh t e d g e i s a n i n n e r s u rf a c e o f th e

l a r g e bil e d u c t w ith l o s s o f e pi th eli a ． くH E

S t a i n
，
X 4 01 ．

P h o t o ． 2 1
．
T h e f o u rth s e c ti o n o b t ai n e d a t 50 JJ m

thi c k n e s s f a r f r o m th a t of P h o t o ． 2 O ． T h e

c o n d u it くtl g e t s cl o s e r t o th e d u c t l u m e n くri gh tJ

th a n i n P h o t o ． 2 0
，
a n d o th e r a ci ni a r e cl o s ely

a s s o ci a t ed wi th th e c o n d u it く1 u くH E st ai n ， X

4 0J ．

P h o t o ． 2 2 ． T h e l a s t s e c ti o n o b t ai n e d a t 2 0FL m

th i c k n e s s f a r f r o m th a t of P h o t o ． 2 1 ． T h e c o m －

m u ni c a ti o n b e t w e e n th e c o n d uit a n d b il e d u c t

l u m e n i s e v id e n t くt J ． くH E st ai n ， X 4 OJ ．

P h o t o ． 2 3 ． C h ol a n g l O g r a P h o f th e li v e r w ith

i n t r a h e p a ti c b il e d u c t d il a t a ti o n d u e t o e x tr a
－

h e p a ti c o b s tr u c ti o n ． T h e i n t r a h e p a ti c bili a r y

t r e e i s diff u s el y d il a t e d ．

P h o t o ． 24 ． T h e l e ft s e g r n e n t d u c t w a ll i n th e li v e r

W i th i n t r a h e p a ti c b il e d u c t dil a t a ti o n d u e t o

e x t r a h e p a ti c o b s t r u ti o n ． G l a n d u l a r l o b u li a r e

m ildl y h y p e r pl a s ti c a n d a ci n a r l u m e n c o n t ai n s

m u ci n o u s m a t e ri al s ． くH E st ai n ， X l OOJ ，

P h o t o ． 2 5 ． C h o l a n g l O g r a p h of th e li v e r w ith

C a r oli
，

s d i s e a s e ． T h e b ili a r y t r e e i s m o d e r a t ely

d il a t e d w ith c y sti c c o n fi g u r a ti o n s ．

P h o t o ． 2 6 ， C u トS u rf a c e o f th e li v e r w ith C a r oli
，

s

di s e a s e ． I n t r a h e p a ti c b il e d u c t s c o n t a i n i n g

W h it e c o n t r a st m ed i u m a r e m o d e r a t ely dil a t ed

W i th c y sti c c o n fi g u r a ti o n s ． T h e li v e r i s al s o

st u d d ed w ith s e v e r al c y s ts くt I ， W h i c h a r e al m o s t

C O n fi n e d t o th e a r e a j u st a r o u n d th e b il e d u c ts b u t

n o t c o m m u n i c a t e w ith th e b il e d u c t l u m e n ．

P h o t o ． 2 7 ． T h e li v e r w ith C a r o li
，

s d i s e a s e ． L a r g e

p o rt a l a r e a s h o w s dil a t e d b il e d u c t s くDJ ， gl a n d s

くGI ， C y St S くCJ a n d m ild fib r o si s ． くH E st ai n ， X 4OJ ．

P h o t o ． 2 8 ． A s m all e r p o r t al t r a c t くri g h tJ a n d

a dj a c e n t v o n M e y e n b u r g c o m pl e x く1 e ftl o f th e

li v e r wi th C a r oli
，

s di s e a s e ． T h e p o rt al t r a c t

b ri n gi n g s e p t al b il e d u c t a n d p e ri p o r t al li v e r

p a r e n c h y m a a r e fib r o u s ． T h e t u b uli of v o n

M e y e n b u r g c o m pl e x a r e i r r e g u l a r i n s h a p e ． 旧E

S t ai n ， X 4 01 ．

P h o t o ． 2 9 ． C h ol a n gi o g r a p h o f th e li v e r w ith s olit aT

r y c y sti c dil a t a ti o n of th e l e ft l a t e r al s e g m e n t
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d u c t c o n t ai n i n g r a di ol u c e n t c a l c uli ．

P h o t o ． 3 0 ． C u t
－

S u rf a c e o f th e s a m e li v e r a s sh o w n

o n P h o t o ． 2 9 ． T h e c y sti c all y dil a t e d b il e d u c t

c o n t ai n s pi g m e n t s t o n e s へ1 ．

P h o t o ． 31 ． T h e bil e d u c t w all a n d p e rid u c t al ti s s u e

a t th e sit e o f d il a t a ti o n i n th e s a m e li v e r a s s h o w n

o n P h o t o ． 3 0 ． A r o u n d th e bil e d u ct l u m e n c o n －

tai ni n g p l g m e n t S t O n e S a n d c o n t r a s t m e d i u m
，

gl a n d ul a r ti s s u e s a r e p r e s e n t w i th i n b o th bil e

d u ct w all a n d p e rid u c t al c o n n e c ti v e ti s s u e ． T h e

gl a n d s a r e s o m e w h a t i n c r e a s e d i n a m o u n t a s

C O m p a r e d wi th th o s e of th e n o r m al li v e r ． くH E

st a i n
，
X 4 01 ．

P h o t o ． 3 2 ． C h ol a n gi o g r a p h of th e li v e r w it h s olit a ，

r y c y sti c d il a t ati o n of th e l eft l a t e r al s u p e ri o r

a r e a d u c t ．

P h o t o ． 3 3 ． C u t － S u rf a c e o f th e s a m e li v e r a s

d e m o n s tr a t e d o n P h o t o ． 3 2 ． N o t e th e c y s ti c all y

dil a t e d b il e d u c t c o n t a i n i n g w h i t e c o n t r a st

m ed i u m ．

P h o t o ． 3 4 ． P h o t o mi c r o g r a p h o f th e b il e d u ct a t th e

Sit e o f dil a t a ti o n i n th e s a l n e li v e r a s s h o w n o n

P h o t o ．
3 3

．
T h e r e e x i s t th e gl a n d s w ith i n b o th

th e b il e d u c t w all a n d p e rid u ct al ti s s u e t o n e a rl y

t h e s a m e e x t e n t a s th o s e o n P h o t o ． 3 1 ． くH E

St a i n
，
X 4 0I ．

L e g e n d s f o r c ol o r ph o t o g r a ph s

C ol o r ph o t o ． 1 ． G l a n d s of th e i n t r a h e p a ti c b il e

d u c t i n th e n o r m al li v e r ． くA B 2 ．5ノP A S st ai n
，
X

2 0 01 ．

61 3

C o l o r ph o t o ． 2 ． G l a n d s of th e i n t r a h e p a ti c bil e

d u c t i n th e n o r m al li v e r ． くH I D I A B 2 ．5 s t a i n ， X

2 0 01 ．

C ol o r p h o t o ■ 3 － G l a n d s o f th e i n t r a h e p a ti c b il e

d u c t i n th e n o r m a l li v e r ． くC o n A I H R P I D A B

St ai n
，
X 2 0 01 ．

C ol o r p h o t o ． 4 － I n tr a m u r al gl a n d s a n d s u rf a c e

e pith eli u m くu p p e rンo f th e i n t r a h e p a ti c bil e d u c t i n

h e p at olithi a si s ． 仏 B 2 ．51 P A S s t a in ， X 20 01 ．

C o l o r ph o t o － 5 ． I n t r a m u r al gl a n d s a n d s u rf a c e

毎ith eli u m くu p p e rl o f th e i n tr a h e p a ti c b il e d u c t i n

h e p a t oli thi a si s ． くH I D I A B 2 ．5 s t ai n ， X 2 0 0J ．

C ol o r p h o t o ． 6 ． I n t r a m u r a l gl a n d s a n d s u rf a c e

e pith eli u m くu p p e rl of th e i n t r a h e p a ti c b il e d u c t i n

h e p a t olith i a si s ． くC o n A I H R P J D A B s t ai n ， X 2 0 0l．

C ol o r ph o t o ． 7 ． E x t r a m u r al gl a n d s o f th e

i n tr a h e p a ti c bil e d u ct i n h e p a t oli thi a si s ， くA B 2 ．

5ノP A S st ai n
，
X l O Ol ．

C ol o r ph o t o ． 8 ， E x t r a m u r a l gl a n d s o f th e

i n t r a h e p a ti c b il e d u c t i n h e p a t olithi a si s ． くH I Dノ

A B 2 ．5 s t ai n
，
X l OOI ．

C o l o r p h o t o ． 9 ． E x t r a m u r al gl a n d s o f t h e

in t r a h e p a ti c b il e d u c t i n h e p a t olith i a si s ． くCムn A J

H R PノD A B st a i n
，
X 2 0 0ナ．

C ol o r p h o t o ． 1 0 － P i g m e n t st o n e s a n d m u ci n g el i n

th e l u m e n o f th e i n t r a h e p a ti c b il e d u ct i n

h e p a t olith i a si s ． 仏B 2 ．51 P A S st ai n
，
X 2 0 0l ．

C ol o r ph o t o ． 1 1 ． P i g m e n t st o n e s a n d m u c in g e l i n

th e l u m e n o f th e i n t r a h e p a ti c b il e d u c t i n

h e p a t oli thi a si s 一 田I DI A B 2 ．5 s t ai n ， X 2 0 0L

M o r p h ol o gi c S t u d ies o n E x cr e t o ry G la n d s Di s t rib u tin g wi thin th e I n tr a h e p ati c Bile D u c t W alls
a n d P e rid u c t al Tiss u e in N o r m a l H u m a n Li v e r s a n d Li v e rs wi t h H ep a t olithi a sis a n d I n t r ah e p a tic
鋸e D u ct D n at a ti o n T a d a shi T e r ad a

，
D e p a rt m e nt of P at h ol o g y くIIJ ，くD i r e ct o rニP r of ． G ． O h t aJ ，

S c h o ol of M e di c i n e
，
K a n a z a w a U ni v e r sit y ， K a n a z a w a 9 2 0

－ J ． J u z e n M e d － S o c ．
，
9 3

，
5 9 9 － 6 1 9

く1 9 8 41

K e y w o r d s 二 D u ct gl a n d ， I n t r a h e p ati c bile d u ct ， M u ci n ， H e p at olit hi a sis ， C a r oli
，

s di se as e

A b str a ct

T h e p r e s e n t s t u d i e s a r e i n t e n d e d t o i n v e stig at e ll p o s si b l e e x i st e n c e o f t h e e x c r et o r y gl a n d s

a s s o ci a t e d w it h t h e i h d u ct s ぐ
く

i h d u c t
，
，

st a n d s f o r i n t r a h ep ati c b il e d u ct sJ a n d ， i f p r e s e n t
，
t h e i r

C O n fig u r a ti o n s i n cl u d i n g d i st ri b u ti o n ， d e n sit y a n d m o r p h o l o g y 言 21 t h e n a t u r e a n d o ri g i n o f

P r O lif e r ati n g gl a n d u l a r st r u ct u r e s s e e n a r o u n d t h e a f f e c t e d b n e d u ct s i n h e p a t olit h i a si s三3J t h e

a P P e a r a n C e O f t h e g l a n d s i n t h e li v e r d i s e a s e s e x h ib iti n g t h e ih d u c t d n at a ti o n ．
I n t hir t y c a s e s o f
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n o r m al c o n t r o I s
，
1 7 c a s e s w it h h e p a t oli th i a sis a n d 1 8 c a s e s w it h i h d u ct d il a t ati o n

，
1i v e r s w e r e

e x a m i n e d b y m e a n s o f th e c h ol a n gi o g r a p h y a n d hi st o l o gi c al o b s e r v at i o n t o g et h e r w i th s e ri al

S e Cti o n l n g a n d m u ci n h i st o c h e m i s t r y － I n n o r m al s th e e x c r e t o r y gl a n d s w e r e f o u n d t o d i sti b u t e i n

t h e c o n n e c ti v e ti s s u e cl o s e t o t h e h e p at i c
，
S e g m e n t a n d a r e a d u c ts三t h e f a c t h a d n o t b e e n hit h e rt o

d e s c ri b e d ． H i st o l o g y o f t h e s e gl a n d s w a s t h e s a m e a s t h at o f t h e e x t r a h e p a ti c b il e d u ct ． T h ei r

d e n sit y w a s h i g h e s t i n t h e h e p ati c d u c t a n d l o w e st i n t h e a r e a d u ct s ． T h e g l a n d s w e r e o f a

b r a n c h e d t u b u l o al v e o l a r a n d s e r o m u c o u s t y p e a n d c o n si st e d o f t h e l o b u l e s w h i c h w e r e d i st ri －

b ut e d o n b o t h si d e s o f t h e d u ct s f o r m i n g t w o r o w s ． T h e i n di v id u a l l o b u l e w a s s u r r o u n d e d

b y a t hi n fib r o u s b a n d
，
a n d h a d a c o n d u it li n k i n g e a c h l o b u l e w it h a n i h d u c t l u m e n ． T h e m u －

C O u S a Ci n i w e r e r e v e al e d t o c o n t ai n a s m all a m o u n t o f n e u t r al
，
C a r b o x y l a t e d a n d s u l f a t e d m u ci n

．

T h e r e w e r e al s o a f e w o f si m p l e t u b u l a r gl a n d s w it h i n t h e d u c t w all s w h i c h
，
h o w e v e r

，
V a ri e d i n

n u m b e r f r o m o n e li v e r t o a n o t h e r
．
I n h e p at o lit h i a s I S

， gl a n d u l a r s t r u c t u r e s w e r e h e a v il y p r o lif e
－

r at e d w it h i n a n d a r o u n d t h e s t o n e － C O n t ai n i n g d u ct w all s a n d di vi d e d i n t o i n t r a － a n d e x t r a r n u r al

g l a n d s ． T h e i n t r a m u r al g l a n d s w e r e o f a t u b u l a r a n d m u c o u s t y p e ， W h il e t h e e x t r a m u r al g l a n d s

W e r e O f a b r a n c h e d t u b u l o a l v e o l a r a n d s e r o m u c o u s t y p e ． T h e i n t r a m u r al gl a n d s m ig h t o rigi n at e

f r o m a n i n v a gi n a ti o n o f t h e s u r f a c e e p it h eli u m o f t h e i h d u ct s a n d a s u b s e q u e n t p r o lif e r a ti o n i n

i ts sit e － T h e e x t r a m u r al g l a n d s mi g h t r e s u lt f r o m a c o n s p I C u O u S P r O li f e r a ti o n o f t h e p r e e x i sti n g

gl a n d s t h at w e r e p h y si o l o g i c all y p r e s e n t a r o u n d t h e d u ct s ． B o t h gl a n d s a p p e a r e d t o e x c r e t e a

l a rg e a m o u n t o f m u ci n l C h e m i c all y si m il a r t o t h a t f r o m t h e n o r m a l li v e r ． T h e r e w a s li ttl e o r n o

gl a n d u l a r a b n o r m al it y i n t h e li v e r w it h t h e i h d u c t d il a t a ti o n w i th o u t st o n e s
，
e X C e P t f o r t h e c a s e s

O f e x t r a h e p ati c o b st r u cti v e j a u n d i c e ． T h e s e d a t a s u g g e s t t h a t a l a r g e a m o u n t o f m u ci n s e c r e t e d

f r o m t h e gl a n d s i n t o t h e d u ct a l l u m e n i s r e s p o n si b l e
，
at l e a s t i n p a rt ， f o r t h e f o r m a ti o n o f t h e

i n t r a h e p a ti c g all st o n e ．
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